
議案第４９号

渋川市メープルヴィレッヂこもち条例の一部を改正する条例を次のように

制定する。

平成３１年２月２７日提出

渋川市長 髙 木 勉

渋川市メープルヴィレッヂこもち条例の一部を改正する条例

第１条 渋川市メープルヴィレッヂこもち条例（平成１８年渋川市条例第１

７２号）の一部を次のように改正する。

第１条中「市の林業構造改善」を「市民の余暇の活用及び観光の振興」

に改め、「渋川市メープルヴィレッヂこもち」の次に「（以下「メープル

ヴィレッヂ」という。）」を加える。

第２条中「渋川市メープルヴィレッヂこもち」を「メープルヴィレッヂ

」に改める。

第３条中「渋川市メープルヴィレッヂこもち（以下「メープルヴィレッ

ヂ」という。）」を「メープルヴィレッヂ」に改める。

 第４条中第３項を第４項とし、第２項の次に次の１項を加える。

３ 小学生又は中学生がメープルヴィレッヂの施設等を利用する場合にお

いて、小学生は保護者が、中学生は保護者又は成人の指導者が同伴しな

ければならない。

 第８条を削り、第９条を第８条とし、第１０条から第１３条までを１条

ずつ繰り上げる。

第１５条を削る。

 第１４条を第１７条とし、同条の前に次の４条を加える。

（指定管理者による管理）

第１３条 メープルヴィレッヂの管理は、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２４４条の２第３項の規定により、市長が指定するもの（以

下「指定管理者」という。）に管理を行わせることができる。この場合

において、第３条の規定中「市長」とあるのは、「指定管理者」とする

。



（指定管理者が行う管理の基準）

第１４条 指定管理者は、メープルヴィレッヂの管理に関し必要な法令又

は条例及び当該条例に基づく規則その他市長が定めるところにより管理

を行わなければならない。

（指定管理者が行う業務の範囲）

第１５条 指定管理者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。

（１） メープルヴィレッヂの施設等の維持管理に関する業務

（２） メープルヴィレッヂの施設の利用許可に関する業務

（３） メープルヴィレッヂの目的を達成するために必要な業務

（４） 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務

２ 第１３条の規定により指定管理者に管理を行わせる場合における第４

条、第６条及び第７条の規定の適用については、第４条第１項及び第６

条中「市長」とあるのは「指定管理者」と、第４条第２項及び第４項並

びに第７条第１項中「市長は、」とあるのは「指定管理者は、市長の定

める基準に従い」と、同項第３号中「使用料」とあるのは「利用料金」

と、同条第２項中「市」とあるのは「市及び指定管理者」とする。

（利用料金の収受）

第１６条 市長は、利用料金を指定管理者の収入として収受させるものと

する。

２ 利用料金は、第８条に規定する使用料の額の範囲内において、指定管

理者があらかじめ市長の承認を受けて定めるものとする。

３ 第１項の規定により利用料金を収受させる場合における第８条、第９

条及び第１０条の規定の適用については、これらの規定中「使用料」と

あるのは「利用料金」と、第９条及び第１０条ただし書中「市長は、」

とあるのは「指定管理者は、市長が定める基準に従い」と、第１０条第

１号中「市長が」とあるのは「指定管理者が、市長が定める基準に従い

」とする。

 別表中「第９条」を「第８条」に改め、「※ ただし、小学生は保護者

同伴とする。中学生は成人の指導者同伴とする。」を削る。

第２条 渋川市メープルヴィレッヂこもち条例の一部を次のように改正する



。

別表バンガロー（１棟）の部６人用の項中「１２，０００」を「１２，

５７０」に改め、同部１０人用の項中「２０，０００」を「２０，９５０

」に改め、同部１２人用の項中「２４，０００」を「２５，１４０」に改

め、同表バーベキュー棟の部中「１，８００」を「１，８８０」に改める

。

附 則

（施行期日）

１ この条例中第１条の規定は公布の日から、第２条の規定は平成３１年１

０月１日から施行する。

（経過措置）

２ 第２条による改正後の渋川市メープルヴィレッヂこもち条例第８条の規

定は、第２条の施行の日（以下「施行日」という。）以後の利用に係る利

用料金について適用し、施行日前の利用に係る利用料金については、なお

従前の例による。

理 由

指定管理に関する規定の追加、条例の評価・見直しに伴う改正並びに消費

税法及び地方税法の改正に伴う改正をするため、所要の改正をしようとする

ものである。



渋川市メープルヴィレッヂこもち条例の一部を改正する条例（案）新旧対照表
（第１条関係） （傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（設置） （設置）

第１条 市民の余暇の活用及び観光の振興を図るため、渋川市メープルヴィ 第１条 市の林業構造改善 を図るため、渋川市メープルヴィ

レッヂこもち（以下「メープルヴィレッヂ」という。）を設置する。 レッヂこもち を設置する。

（名称及び位置） （名称及び位置）

第２条 メープルヴィレッヂ の名称及び位置は、次のとおりと 第２条 渋川市メープルヴィレッヂこもちの名称及び位置は、次のとおりと

する。 する。

名称 渋川市メープルヴィレッヂこもち 名称 渋川市メープルヴィレッヂこもち

位置 渋川市中郷２５３７番地１２ 位置 渋川市中郷２５３７番地１２

（管理） （管理）

第３条 メープルヴィレッヂ 第３条 渋川市メープルヴィレッヂこもち（以下「メープルヴィレッヂ」と

は、市長が管理する。 いう。）は、市長が管理する。

（利用の許可） （利用の許可）

第４条 （略） 第４条 （略）

２ （略） ２ （略）

３ 小学生又は中学生がメープルヴィレッヂの施設等を利用する場合におい

て、小学生は保護者が、中学生は保護者又は成人の指導者が同伴しなけれ

ばならない。

４ （略） ３ （略）

（入場の制限）

第８条 市長は、次の各号のいずれかに該当する者に対して、メープルヴィ

レッヂへの入場を拒否し、又はメープルヴィレッヂからの退場を命ずるこ

とができる。

（１） 他人に危害を及ぼし、又は他人の迷惑となるおそれがある者及び

これらのおそれがある物品又は動物を携帯する者

（２） 感染性の疾患を有する者

（３） 酒気を帯びていると認められる者

（４） その他市長が管理上支障があると認める者
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（使用料） （使用料）

第８条 （略） 第９条 （略）

（使用料の減免） （使用料の減免）

第９条 （略） 第１０条 （略）

（使用料の不還付） （使用料の不還付）

第１０条 （略） 第１１条 （略）

（原状回復） （原状回復）

第１１条 （略） 第１２条 （略）

（損害賠償） （損害賠償）

第１２条 （略） 第１３条 （略）

（指定管理者による管理）

第１３条 メープルヴィレッヂの管理は、地方自治法（昭和２２年法律第６

７号）第２４４条の２第３項の規定により、市長が指定するもの（以下「

指定管理者」という。）に管理を行わせることができる。この場合におい

て、第３条の規定中「市長」とあるのは、「指定管理者」とする。

（指定管理者が行う管理の基準）

第１４条 指定管理者は、メープルヴィレッヂの管理に関し必要な法令又は

条例及び当該条例に基づく規則その他市長が定めるところにより管理を行

わなければならない。

（指定管理者が行う業務の範囲）

第１５条 指定管理者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。

（１） メープルヴィレッヂの施設等の維持管理に関する業務

（２） メープルヴィレッヂの施設の利用許可に関する業務

（３） メープルヴィレッヂの目的を達成するために必要な業務

（４） 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務

２ 第１３条の規定により指定管理者に管理を行わせる場合における第４条

、第６条及び第７条の規定の適用については、第４条第１項及び第６条中

「市長」とあるのは「指定管理者」と、第４条第２項及び第４項並びに第

７条第１項中「市長は、」とあるのは「指定管理者は、市長の定める基準
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に従い」と、同項第３号中「使用料」とあるのは「利用料金」と、同条第

２項中「市」とあるのは「市及び指定管理者」とする。

（利用料金の収受）

第１６条 市長は、利用料金を指定管理者の収入として収受させるものとす

る。

２ 利用料金は、第８条に規定する使用料の額の範囲内において、指定管理

者があらかじめ市長の承認を受けて定めるものとする。

３ 第１項の規定により利用料金を収受させる場合における第８条、第９条

及び第１０条の規定の適用については、これらの規定中「使用料」とある

のは「利用料金」と、第９条及び第１０条ただし書中「市長は、」とある

のは「指定管理者は、市長が定める基準に従い」と、第１０条第１号中「

市長が」とあるのは「指定管理者が、市長が定める基準に従い」とする。

（委任） （委任）

第１７条 （略） 第１４条 （略）

（過料）

第１５条 次の各号のいずれかに該当する者に対し、５万円以下の過料に処

することができる。

（１） 利用期間を終わって、正当な理由がなく利用を続ける者

（２） 利用の許可を取り消し、若しくは利用を制限し、又は退場を命じ

たにもかかわらず、利用を続ける者

（３） 正当の理由無く原状の回復をせず、その費用を負担しない者

２ 詐欺その他不正の行為により使用料を免れた者に対し、その免れた金額

の５倍に相当する額（当該５倍に相当する額が５万円を超えないときは、

５万円とする。）以下の過料に処することができる。

３ 前項に定めるもののほか、使用料に関する手続に違反した者に対し、５

万円以下の過料に処することができる。

別表（第８条関係） 別表（第９条関係）

表 （略） 表 （略）

※ ただし、小学生は保護者同伴とする。中学生は成人の指導者同伴とす

る。



渋川市メープルヴィレッヂこもち条例の一部を改正する条例（案）新旧対照表
（第２条関係） （傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

別表（第８条関係） 別表（第８条関係）

施設名 利用時間 利用者区分 使用料（円） 摘要 施設名 利用時間 利用者区分 使用料（円） 摘要

バンガロー（ 午後１時から翌 ６人用 １２，５７０ ６人寝具付 バンガロー（ 午後１時から翌 ６人用 １２，０００ ６人寝具付

１棟） 日午前１０時ま １棟） 日午前１０時ま

で １０人用 ２０，９５０ １０人寝具 で １０人用 ２０，０００ １０人寝具

付 付

１２人用 ２５，１４０ １２人寝具 １２人用 ２４，０００ １２人寝具

付 付

バーベキュー 午前９時から午 １卓 １，８８０ バーベキュー 午前９時から午 １卓 １，８００

棟 後４時まで （１０人用 棟 後４時まで （１０人用

） ）

午後５時から午 無料 バンガロー 午後５時から午 無料 バンガロー

後８時まで に宿泊する 後８時まで に宿泊する

者に限る。 者に限る。
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